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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・斉藤　悦子様～11/15（火）16時から、第２診察室にて主治医と家族面談予定となっています。

· 江刺家課長が、11/7（月）から2週間ほど不在となるため、オンコール変更になります。11/14（月）谷藤副主任　11／15（火）東主任となります。

· 沢目　純子様～本日、東Ｂ個室より、西Ａユニット４１号室に療養環境の変更のため、　　　　　　　移棟となっています。主治医川端Ｄr　担当藤原ＭＮsです。

＜患者様連絡事項＞

・春本　司郎様～先週一週間、スタッフと一緒にチェストの鍵を探していますが、見つからないため、本日、担当スタッフから家族に電話連絡で事情を説明しています。お姉様に了解して頂いてから鍵の発注をしています。本人と相談の結果、新しい鍵が届いても再び紛失する事が予想されるため、スタッフ預かりする事に決めています。又、買い物カードも同じように希望するため、預かっています。必要時には、スタッフへ声を掛けて頂く様に伝えてあります。本日、湿疹（臀部、腰部、下肢）増加見られるため、28号室から、26号室に転室しています。引き続き、皮膚の観察と共に入浴、衣類消毒の徹底に務めて行きましょう。

· 新山　潤様～本日、10:00から11／15（火）17:00迄、外泊予定となっていましたが、皮　　　　　　膚チェックしたところ、背部、上肢、手に湿疹が見られているため、主治　　　　　　医より外泊中止の指示がでています。どうして外泊が出来なくなったのか　　　　　　尋ねて来ていますが、スタッフから、体に湿疹が見られ、家族にうつって　　　　　は大変なため、主治医より外泊中止の指示が出た事を告げています。本人は　　　　　「痒くない、体に出物が出たのは、薬を飲んでるからだ！外泊出来なくなっ　　　　　たのは看護婦さんのせいだ！」と何度も確認、訴えて来ています。不満そう　　　　　な表情でステーションのカウンターを軽く蹴る行為も見られています。幻聴、　　　　　妄想に左右され、不安、欲求不満を患者様自身が、言葉で上手く表現出来ず、　　　　　他者に伝わらないもどかしさを粗暴行為という形で示すこともあり、表情、　　　　　言動の観察と共に、話しの内容をじっくり聞き取り、原因究明に務める。服　　　　　薬に関する必要性についても、どう関わっていく必要があるのか、その方針　　　　　としてカンファレンスできちんと検討し、プランに反映させて行くようにし　　　　　ましょう。外泊に関しては、治療方針の確認をして行きましょう。

＜疥癬疑い患者様入浴について＞

・今までは入浴日の際にゆっくりと髪や体を洗って頂いていました。六一〇ハップ湯船にっゆっくりと浸かって頂く事を目的として、今後9：30から行われる月・水・金曜日に体や髪をゆっくりと洗い、それ以外の曜日は六一〇ハップ浴を優先的に入って頂く事を検討しています。患者様の様子を観察し、再度報告する事とします。

＜週間連絡事項＞

・11／15　（火）心電図検査　12名

・11／16（水）皮膚科診察予定（西・北）；新規で新山　潤様受診予定

断酒会

・11／17（木）コップ漂白

・11／18（金）歯科診察；駒木　学様、成田　賀枝様受診予定

モップ交換

給食委員会（外城Ｎs、）

・11／20（日）バルサン予定

＜注目患者様NCP評価・検討＞

・清水　徹様～本日、「部屋を変えて下さい」と訴えて来ています。理由を聞くと「春本さんに殴られるから…」、「寝ているところを殴ったので、よく時間が分からないが、朝だと思う？」と話しています。春本様にも事実かどうか問うと、「やった、理由は分からない」と述べています。スタッフは未確認ですが、もしそのような事実があったらすぐに伝えて来るように説明すると、表情を硬くさせながら納得しています。

・春本　司郎様～本日、清水様をなぜ殴ったのかを問うと、「3～4ヶ月位前から、男のおっかない声が聴こえて来るんだよ…」と聞かれています。スタッフからだから清水様を殴ったんですかと問うと「うん…」と答え認めています。

　　　　　　　　又、煙草やお菓子を我慢していらいらして殴ったのでもないと答えているため、もしまたそのような幻聴があったら必ずスタッフに伝えて来るように説明しています。引き続き、具体的な内容を把握しながら、他者とトラブルにならないように皆で関わって行きましょう。

風穴　チエ様～　表情を険しくさせ、現実見当意識に欠けた発言が続いています。スタッフがはっきりと病気の部分である事を指摘すると、そのスタッフに対し、無視をしたり、攻撃的な口調で一方的に同じ発言を繰り返しています。

　　　　　　　　「朝、6時に目ざまし時計をセットして置いたのに、11時に鳴ったの、きっと誰かがいたずらをしたんだ！」と被害的な思い込みをし、困惑しながら同意を得ようと必死です。同室者や周りの人達に迷惑をかけている事や、巻き込んでいる事の自覚が乏しい。今後も訴えが聞かれたら、現実見当を促し病気の部分である事を認識して頂くよう関わりを持って行く事が大切です。

・宮本　建蔵様～11／4、臨時薬のジプレキサ（10）1錠が止まってから、表情冴えなく再び昔の悪い事をして来た事を語りだして来ています。「考えがまとまらない」と表情や行動にも活気の無さが見られています。スタッフから今は疥癬を治す事が先決である事の説明をしていますが、本人が自分自身の状態を上手く言語化できずに過ごされています。セロクエルによる副作用と思われる身体症状として、両上肢の痺れを訴えていますので、日課への支障の有無や、精神症状、皮膚観察も合わせて観察して行きましょう。

＜看護度評価・検討Ｂ＞

・北山　幸博様～現在、精神症状としては落ち込んでいる状態が続いていますが、閉じこもりっぱなしではないので、その部分は評価しています。日常生活管理も出来ているので引き続き、Ｂ－Ⅲで継続的に必要に応じた指導をして行きましょう。

・布施　邦雄様～多少の気分の高さはありますが「調子がよくなった」と自ら、今の状態について話して来ています。私物管理では古い物をきちんと取ってあり、几帳面です。自己服薬管理に関しては、はっきりと「いやだ！」と正直に話しされ消極的ですが、スムーズに行う事出来ています。Ｃ－Ⅲで症状は安定しているため、必要に応じた指導を続けて行きましょう。

